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「
ス
ト
レ
ス
」と
い
う
言
葉
は
日
常
語
と
し
て

よ
く
使
わ
れ
て
い
る
が
、
先
ず
そ
の
定
義
か
ら
考

え
て
み
よ
う
。

20
世
紀
中
頃
か
ら
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
の
研
究

を
行
な
っ
て
い
た
ハ
ン
ス
・
セ
リ
エ
に
よ
れ
ば
、「
心

身
の
負
荷
に
な
る
刺
激
や
出
来
事
、
状
況
に
よ
り

個
体
内
部
に
生
じ
る
緊
張
状
態
」の
こ
と
で
あ
る
。

ス
ト
レ
ス
と
い
え
ば
悪
者
の
よ
う
に
思
っ
て
し

ま
う
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
が
仕
事
に
適

度
の
緊
張
感
を
与
え
、
満
足
の
い
く
結
果
を
も

た
ら
す
こ
と
も
あ
る
。
い
い
意
味
で
の
刺
激
も

ス
ト
レ
ス
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

浅
井
昌
弘
氏
に
よ
れ
ば
、ス
ト
レ
ス
の
多
く
は

対
人
関
係
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
の

生
活
状
況
に
お
け
る
種
々
の
問
題
が
重
要
な
ス

ト
レ
ス
要
因
に
な
る
。
浅
井
氏
は
そ
れ
ら
を
環

境
的
・
場
所
的
な
状
況
で
、
大
き
く
４
種
類
に
分

類
し
て
い
る
。

①
家
庭
の
ス
ト
レ
ス
。
結
婚
、
親
子
関
係
、
育

児
、
共
働
き
、
配
偶
者
と
の
関
係
。

②
学
校
の
ス
ト
レ
ス
。
進
学
、
勉
学
、
進
級
、
教

員
・
先
輩
・
同
級
生
・
下
級
生
と
の
関
係
、
課
外

活
動
、
卒
業
、
進
路
、
就
職
な
ど
。

③
職
場
の
ス
ト
レ
ス
。
新
入
社
員
の
適
応
、
上

司
・
先
輩
・
同
僚
・
後
輩
と
の
関
係
、
仕
事
上
の

問
題
、
出
向
、
転
勤
、
海
外
出
張
、
組
織
変
更
、

定
年
な
ど
。

④
地
域
の
ス
ト
レ
ス
。
居
住
環
境
、
騒
音
、
近

隣
関
係
、
地
域
特
性
、
市
区
町
村
自
治
体
と
の

関
係
、
外
国
生
活
な
ど
。

こ
れ
に
加
え
て
、
天
災
や
事
故
も
挙
げ
ら
れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
人
身
事
故
を
起
こ
し

た
数
時
間
後
に
、
ス
ト
レ
ス
性
胃
潰
瘍
で
胃
壁

に
穴
が
あ
い
た
症
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ス
ト
レ
ス
に
関
係
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る

病
気
を
、
心
の
病
気
以
外
で
挙
げ
て
み
よ
う
。

消
化
性
潰
瘍
、
機
能
性
胃
腸
症（
胃
痛
、
む
か
つ

き
な
ど
）、
過
敏
性
腸
症
候
群
、
気
管
支
喘
息
、

高
血
圧
、
虚
血
性
心
疾
患
、
糖
尿
病
、
緊
張
型
頭

痛
な
ど
が
あ
る
。

で
は
、
順
に
説
明
し
て
い
こ
う
。

潰
瘍
で
は
、ス
ト
レ
ス
と
の
関
連
は
30
〜
65
％
と

言
わ
れ
る
。
発
病
し
や
す
い
人
々
は
次
の
通
り
。

タ
バ
コ
が
１
日
20
本
以
上
。

ス
ト
レ
ス
対
処
行
動
が
弱
い
性
格
。

ピ
ロ
リ
菌
抗
体（
胃
の
中
に
見
つ
か
っ
た
潰
瘍

の
原
因
と
さ
れ
て
い
る
菌
）が
陽
性
。

食
事
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
。

食
事
が
不
規
則
。

機
能
性
胃
腸
症
に
は
、
今
ま
で
慢
性
胃
炎
や

神
経
性
胃
炎
の
名
前
が
使
わ
れ
て
き
た
が
、
組

織
病
理
学
的
な「
胃
炎
」と
は
同
一
の
概
念
で
は

な
い
、
と
明
ら
か
に
な
っ
た
。
現
在
で
は
、
消
化

管
機
能
異
常
疾
患
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
過
敏
性
腸
症
候
群
と
は
、
慢
性
に
腹

痛
あ
る
い
は
腹
部
不
快
感
を
訴
え
、
か
つ
便
通

異
常
を
伴
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
気
管
支
喘
息
も
、ス
ト
レ
ス
関
連
疾
患

と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
気
管
支
喘
息
は
、ア
レ

ル
ギ
ー
体
質
の
人
が
持
つ
慢
性
の
気
道
炎
症
に
、

発
作
誘
発
因
子
が
加
わ
る
こ
と
で
発
症
す
る
。

そ
の
発
作
誘
発
因
子
を
、
村
松
芳
幸
氏
ら
は

以
下
の
よ
う
に
分
類
し
た
。

温
度
、
湿
度
、
気
圧
な
ど
の
物
理
学
的
ス
ト
レ

ッ
サ
ー（
ス
ト
レ
ス
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
外
部

か
ら
の
刺
激
、ス
ト
レ
ス
要
因
）。

た
ば
こ
、
排
気
ガ
ス
、
薬
物（
ア
ル
コ
ー
ル
も

含
む
）な
ど
の
化
学
的
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
。

第
二
十
七
話

福
島
淳
イ
ラ
ス
ト
・
福
島
マ
ル
ゲ
リ
ー
タ

ス
ト
レ
ス
病
と
対
処
法
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細
菌
、
ウ
イ
ル
ス
、
花
粉
、
食
べ
物
な
ど
の
生

物
学
的
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
。

不
安
、
怒
り
、
憎
し
み
、
劣
等
感
、
罪
悪
感
な
ど

と
、
そ
ん
な
感
情
を
引
き
起
こ
す
心
理
的
刺
激
。

受
験
、
就
職
、
配
置
転
換
、
昇
進
、
定
年
、
結

婚
、
離
婚
、
住
宅
ロ
ー
ン
、
法
律
上
の
問
題
な
ど

の
社
会
的
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
。

こ
れ
ら
の
発
作
誘
発
因
子
が
気
管
支
喘
息
に

関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
身
体
医
学

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
基
礎
に
必
要
な
こ
と
を
忘

れ
て
は
い
け
な
い
。

高
血
圧
は
、
最
近
で
は
野
添
新
一
氏
ら
に
よ

れ
ば
環
境
因
子
と
遺
伝
因
子
の
相
互
作
用
に
よ

っ
て
発
症
す
る
多
因
子
遺
伝
病
、
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
高
血
圧
素
因
を
背
景
に
、ス

ト
レ
ス
、
食
習
慣
、
肥
満
、
高
脂
血
症
、
喫
煙
、

飲
酒
な
ど
の
環
境
因
子
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ

て
発
症
す
る
。

心
理
的
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
と
の
関
連
で
い
え
ば
、

緊
張
や
不
安
が
多
い
中
年
の
男
性
は
、
18
〜
20

年
の
観
察
期
間
に
他
の
2
・
1
9
倍
、
高
血
圧
に

移
行
す
る
と
い
う
報
告
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
日
常
的
レ
ベ
ル
を
上
回
る
対
処
不
可

能
な
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
血
圧
反
応
は
、
生
命

を
危
機
状
態
に
陥
れ
る
ほ
ど
に
、
通
常
の
薬
物

療
法
に
抵
抗
す
る
と
い
う
。

虚
血
性
心
疾
患（
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
）に
お

い
て
は
、
特
に
短
気
、
漠
然
と
し
た
敵
意
や
怒

り
の
感
情
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
37

号
で
も
紹
介
し
た「
タ
イ
プ
Ａ
行
動
パ
タ
ー
ン
」

も
、
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー（
危
険
因
子
）の
１
つ
と

し
て
考
え
ら
れ
る
。
タ
イ
プ
Ａ
と
は
、
目
的
に
向

か
っ
て
常
に
情
熱
的
に
自
己
を
駆
り
立
て
、
仕

事
や
余
暇
に
お
い
て
も
先
を
競
い
、
時
間
に
追

わ
れ
る
傾
向
を
指
す
。

糖
尿
病
で
は
、
と
り
わ
け
Ⅱ
型
糖
尿
病（
イ
ン

ス
リ
ン
非
依
存
型
）の
場
合
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

や
ス
ト
レ
ス
と
の
関
連
性
が
重
要
と
見
な
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、ス
ト
レ
ス→

過
食
行
動→

Ⅱ
型

糖
尿
病
発
症
に
い
た
る
。
不
安
な
ど
に
よ
っ
て

不
適
応
を
起
こ
す
ケ
ー
ス
よ
り
も
、
む
き
に
な

っ
て
頑
張
る
過
剰
適
応
型
の
方
が
、
血
糖
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
悪
化
さ
せ
や
す
い
。
た
だ
し
、ア
ル
コ

ー
ル
依
存
に
よ
る
不
適
応
型
は
、
例
外
に
考
え

る
べ
き
だ
そ
う
だ
。

緊
張
型
頭
痛
は
、
坪
井
康
次
氏
に
よ
れ
ば
、

神
経
質
で
、
緊
張
し
や
す
く
、
適
当
に
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
り
、
休
息
が
う
ま
く
と
れ
な
い
性
格
の

者
に
多
い
。
ス
ト
レ
ス
や
同
一
姿
勢
の
保
持
に
よ

る
筋
肉
の
持
続
的
緊
張
が
、
筋
の
血
行
障
害
を

来
た
し
、
乳
酸
や
発
痛
物
質
の
放
出
が
起
こ
る
。

発
痛
物
質
は
、
痛
み
を
起
こ
す
と
同
時
に
筋
収

縮
を
起
こ
し
、
悪
循
環
に
陥
っ
て
、
持
続
的
な
頭

痛
が
起
き
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

で
は
、
ど
う
や
っ
て
ス
ト
レ
ス
に
対
処
し
て
い

く
べ
き
で
あ
ろ
う
か
？
　

ス
ト
レ
ス
の
対
処
の
下
手
な
人
た
ち
は
、
休

日
も
気
持
の
切
り
替
え
が
で
き
な
い
。
哲
学
者

の
鶴
見
俊
輔
氏
は『
神
話
的
時
間
』の
中
で
、「
神

話
的
時
間
」と
い
う
概
念
を
提
示
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
母
親
が
子
供
を
寝
か
し
つ
け
る

た
め
に
本
を
一
生
懸
命
に
読
み
続
け
、
子
供
は

寝
て
し
ま
っ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
物
語
を
読

む
世
界
に
入
っ
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
状
態
が
、「
神
話
的
時
間
」
だ
。

時
計
に
追
わ
れ
て
生
活
し
て
い
る
我
々
が
、

そ
う
い
う
時
間
を
過
ご
す
こ
と
は
、
非
常
に
意

味
が
あ
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。


